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３月11日 

先勝 

若 

12日 

友引 

中 

13日 

先負 

中 

14日 

仏滅 

大 

15日 

大安 

大 

16日 

赤口 

大 

17日 

先勝 

大 

18日 

友引 

中 

19日 

先負 

中 

20日 

仏滅 

中 

21日 

大安 

中 

22日 

赤口 

小 

23日 

先勝 

小 

24日 

友引 

小 

25日 

先負 

長 

26日 

仏滅 

若 

27日 

大安 

中 

28日 

赤口 

中 

29日 

先勝 

大 

30日 

友引 

大 

閏３月１日 

先負 

大 

２日 

仏滅 

大 

３日 

大安 

中 

４日 

赤口 

中 

９日 

大安 

小 

10日 

赤口 

長 

 

５日 

先勝 

中 

６日 

友引 

中 

７日 

先負 

小 

８日 

仏滅 

小 
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89

花
咲
く
文
化（
こ
こ
ろ
）の 

　
　
道
の
駅
か
ら 

　
日
向
神
ダ
ム
湖
畔
の
千
本
桜
が

華
麗
に
咲
き
揃
う
花
の
四
月
を
迎

え
る
。
だ
が
、
こ
の
稿
、
執
筆
の

今
日
は
三
月
四
日
。
早
々
に
書
く

の
は
中
、
下
旬
の
繁
忙
を
見
越
し

て
の
こ
と
。
▼
３
／
15
第
42
回
九
州

芸
術
祭
受
賞
式
、
熊
本
市
。
五
木

寛
之
特
別
講
演
。
３
／
20
矢
部
川

流
域
・
森
と
水
と
白
壁
の
町
並
み

映
画
祭
。
”お
り
な
す
八
女
”
開
館

記
念
事
業
。
３
／
24
伝
記
作
家
小

島
直
記
先
生
を
偲
ぶ
碑
前
祭
・
講

演
会
。
３
／
25
世
界
子
ど
も
愛
樹

祭
コ
ン
ク
ー
ル
21
回
授
賞
式
。
▼

今
日
は
日
曜
日
。
”杣
の
ふ
る
さ
と

文
化
館
”
当
番
。
ま
だ
冷
雨
そ
ぼ

降
る
寒
日
和
。
「
文
化
（
こ
こ
ろ
）

の
道
の
駅
」
と
称
し
て
は
い
る
が

来
館
者
な
し
。
午
前
中
、
村
出
身

の
道
徳
教
育
家
、
淑
徳
大
学
名
誉

教
授
新
宮
弘
識
先
生
寄
贈
図
書
整
理
。

午
後
は
静
か
に
読
書
。
先
日
、
街

で
買
っ
た
俵
万
智
さ
ん
の
写
真
歌
集
。

印
象
的
な
歌
は
「
梅
の
香
に
色
あ

る
ご
と
し
そ
の
色
は
ま
と
い
て
あ

る
く
如
月
の
道
」
「
こ
の
青
は
い

つ
か
龍
馬
の
見
た
青
か
春
を
運
ん

で
く
る
土
佐
の
海
」
▼
つ
ぎ
に
『
新

潮
』
三
月
号
特
集
『
創
る
人
52
人

の
日
記
リ
レ
ー
』
心
に
と
ま
っ
た

の
は
作
家
小
川
洋
子
さ
ん
。
「
騒

い
だ
ら
負
け
よ
。
い
つ
ど
ん
な
時

で
も
心
静
か
に
ど
っ
し
り
と
・
・
・
」

写
真
家
杉
本
博
司
氏
。
「
国
力
の

わ
り
に
フ
ラ
ン
ス
人
が
大
き
な
顔

が
で
き
る
の
は
文
化
と
芸
術
の
お

か
げ
だ
。
日
本
人
も
堂
々
と
自
国

文
化
を
喧
伝
せ
よ
」
経
済
大
国
よ

り
も
文
化
大
国
へ
と
の
意
見
。 

※ 三池港の潮ごよみがついています 

昭和の日 振替休日 

西日本新聞筑後八女地区エリア情報紙 

   

    

  

松尾弁財天縁日（立花町） 
本田仁〇加　　  （黒木町） 
 

男ノ子焼の里れんげ祭り 
　　　　　　～22日（立花町北山） 
 

べんがらの日 
　　　　　　　  （べんがら村） 

釈迦堂甘茶まつり 
　　　　　　　  （八女市亀甲） 

石人まつり 
　　  （筑後市石人山古墳一帯） 
 

 

お風呂の日 
　　　　　（グリーンピア八女） 
　　　　　　　（温泉館きらら） 
　　　　　　　（不動温泉八女） 

　　　　　　　　（べんがら村） 

 人生史サークル黄櫨の会 
　　　　　　　（八女福祉会館） 
 

不動産に関する何でも 
相談会　　13：00～15：00 
　　　　　　（八女商工会議所） 

不動温泉の日 
 

社会保険個別相談会 
10：00～15：00（八女商工会議所） 
要予約　0942-33-6192 
 

総会ウォーク 
　　　　　　  （八女歩こう会） 

滝の宮不動尊春の縁日 
　　　　　　　　　　（上陽町） 
 

  

定例法律相談会（要予約） 
　　　　　　10：00～12：00 
（八女商工会議所）122-5161 
 

なんでも人権相談所 
　  （八女市社会福祉センター） 

なんでも人権相談所 
　　  （黒木地域交流センター） 
 

八女観光物産館ときめき 
オープン 

 

なんでも人権相談所 
　　　  （広川町はなやぎの里） 
 

なんでも人権相談所 
　　　　  （立花市民センター） 
  （筑後市勤労者家庭支援施設） 
 

 

 

詩
人 

椎 

窓   

猛 

「クラッシー」は毎月発行します。紹介したい地域の行
事や趣味のサークル、愉快な仲間達その他読者を楽しく
させ、元気づけ人や社会のお役に立つ原稿を募集します。 

心配ごと相談（八女市） 

八女市社会福祉会館　４月４日・18日 
黒 木 町 ふ じ の 里　４月４日・18日 
上陽町地域福祉センター　４月11日・25日 
立 花 町 か が や き　４月11日・25日 
 
法律相談（要予約） 

八女市社会福祉会館　４月13日 
黒 木 町 ふ じ の 里　４月20日 
上陽町地域福祉センター　４月27日 

司法書士相談 

黒 木 町 ふ じ の 里　４月13日 
八女市社会福祉会館　４月20日 
 
筑後市 

心配ごと相談 
　毎週木曜日／総合福祉センター 
健康に関する総合相談 
　毎週金曜日／筑後市立病院 

くろぎふるさと日曜市　毎週日曜日 
上陽ふるさと市　　　　毎週土曜日 

○読み聞かせ　八女市立図書館（本館） 
　　　　　　　毎週土曜日　午後２時～ 
　　　　　　　ゆめみらい図書館（黒木分館） 
　　　　　　　毎月第２土曜日　午前11時～ 
○赤ちゃん読み聞かせ　八女市立図書館（本館） 
　　　　　　　毎月第３水曜日　午前11時～ 
　　　　　　　ゆめみらい図書館（黒木分館） 
　　　　　　　毎月第４木曜日　午前11時～ 
 



西日本新聞をご購読のあなたにお届けしています 
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呟き 

　
福
島
中
の
今
年
度
の
Ｐ
Ｔ
Ａ

活
動
テ
ー
マ
は
「
我
ら
福
中
応

援
団
！
地
域
巻
き
込
み
大
作

戦
。」
で
し
た
。 

　
こ
れ
は
「
学
校
」
と
「
家
庭
」

と
「
地
域
社
会
」
が
連
携
し
て
、

そ
の
機
能
を
最
大
限
に
生
か
す

た
め
に
Ｐ
Ｔ
Ａ
で
で
き
る
取
り

組
み
を
し
よ
う
！
と
い
う
事
で

し
た
。 

　
地
域
の
方
全
員
に
福
中
の
応

援
団
に
な
っ
て
も
ら
い
、
地
域

全
体
で
子
供
た
ち
の
育
成
に
参

加
し
て
も
ら
お
う
、
と
い
う
事

で
こ
の
活
動
が
始
ま
り
ま
し
た
。 

　
学
校
行
事
だ
っ
た
「
職
場
体

験
」
に
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
が
参
画
し
、

委
員
会
メ
ン
バ
ー
で
事
業
所
を

推
薦
し
、
受
入
れ
の
お
願
い
に

あ
た
り
、
２
年
生
の
体
験
事
業

所
を
開
拓
。
「
職
場
体
験
」
後

に
は
、
生
徒
た
ち
が
自
ら
の
体

験
を
授
業
参
観
で
発
表
。
多
く

の
事
業
所
の
方
に
見
学
し
て
も

ら
い
ま
し
た
。
そ
し
て
Ｐ
Ｔ
Ａ

理
事
会
で
数
社
の
事
業
所
の
方

を
お
招
き
し
て
、
生
徒
た
ち
の

様
子
や
感
想
を
語
っ
て
い
た
だ

き
今
年
度
の
「
職
場
体
験
」
は

終
了
し
ま
し
た
。 

　
こ
れ
ま
で
体
験
事
業
所
の
方

と
関
わ
る
事
の
な
か
っ
た
Ｐ
Ｔ

Ａ
の
保
護
者
の
皆
さ
ん
が
、
「
職

場
体
験
」
を
接
点
に
し
て
、
地

域
（
事
業
所
）
と
つ
な
が
り
、

子
供
の
育
成
を
通
し
感
動
と
そ

の
大
切
さ
を
共
有
し
た
素
晴
ら

し
い
経
験
と
な
り
ま
し
た
。 

　
「
学
校
」
に
は
生
き
る
力
を

培
う
と
い
う
役
割
。「
家
庭
」

に
は
生
き
る
力
の
基
礎
的
な
資

質
や
能
力
を
育
成
す
る
役
割
。

そ
し
て「
地
域
社
会
」に
は
様
々

な
生
活
体
験
・
社
会
体
験
や
自

然
体
験
を
通
し
て
生
き
る
力
を

し
っ
か
り
根
付
か
せ
る
場
所
と

い
う
役
割
が
あ
り
ま
す
。 

　
こ
の
三
者
を
つ
な
ぐ
の
に
最

適
な
立
場
に
い
る
の
が
実
は
Ｐ

Ｔ
Ａ
で
す
。
今
年
の
福
島
中
の

取
り
組
み
は
小
さ
な
一
歩
で
す

が
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
の
理
事
メ
ン
バ
ー
、

そ
し
て
ご
協
力
い
た
だ
い
た
事

業
所
の
皆
様
、
福
島
中
学
校
の

先
生
方
ど
れ
一
つ
欠
け
て
も
成

功
し
な
か
っ
た
と
思
い
ま
す
。

皆
様
に
深
く
感
謝
す
る
と
同
時

に
、
こ
の
取
り
組
み
が
今
後
の

Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動
の
試
金
石
に
な
れ

れ
ば
と
期
待
し
て
い
ま
す
。 

福
島
中
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
長  

鶴
　
邦
弘 

　
く
じ
ゅ
う
連
山
の
中
央
、
天
狗

ヶ
城
の
下
に
広
が
る
御
池
は
直
径

が
60
ｍ
程
あ
り
、
冬
の
間
は
凍
る

こ
と
が
あ
る
。 

　
こ
の
氷
結
し
た
池
を
渡
る
の
が

「
御
池
渡
り
」
と
言
う
ら
し
い
。 

　
今
日
は
快
晴
の
登
山
日
和
で
、

甥
の
貴
朗
君
と
そ
の
友
人
の
山
口

君
を
引
き
連
れ
て
中
岳
を
目
指
す
。 

　
約
２
時
間
で
御
池
着
と
な
り
、

氷
結
を
確
認
し
て
御
池
渡
り
と
な

っ
た
。
こ
こ
で
写
真
撮
影
直
後
に

思
わ
ぬ
ハ
プ
ニ
ン
グ
が
。
「
バ
キ

ッ
」
と
鈍
い
音
と
共
に
水
面
が
数

セ
ン
チ
落
ち
込
ん
だ
の
で
あ
る
。

３
人
は
悲
鳴
と
共
に
そ
の
場
を
離

れ
難
を
逃
れ
た
。 

　
そ
の
後
は
中
岳
か
ら
天
狗
ヶ
城

を
周
回
す
る
と
、
四
国
や
宮
崎
、

鹿
児
島
の
や
ま
な
み
が
見
渡
せ
、

こ
れ
程
の
絶
好
視
界
は
非
常
に
珍

し
い
事
だ
っ
た
。 

八
女
文
化
連
盟
写
真
部
　
樋
口
　
清
人 

 

春
の
て
の
ひ
ら 

   

紙
風
船
　
黒
田
　
三
郎 

  

　
落
ち
て
来
た
ら 

  

　
今
度
は 

  

　
も
っ
と
高
く 

  

　
何
度
で
も 

  

　
打
ち
上
げ
よ
う 

  

　
美
し
い 

  

　
願
い
ご
と
の
よ
う
に 

　
カ
レ
ン
ダ
ー
の
「
立
春
」

が
待
ち
遠
し
い
ほ
ど
の
寒
さ

が
続
き
、
今
年
初
め
て
の
雪

が
降
っ
た
朝
、
花
壇
の
吹
き

溜
り
に
紙
風
船
が
ひ
と
つ
落

ち
て
い
た
。
「
わ
あ
、
珍
し

い
」
と
拾
い
上
げ
た
私
の
て

の
ひ
ら
で
、
ふ
っ
く
ら
と
膨

ら
ん
だ
ま
ま
の
赤
、
青
、
緑
、

黄
、
白
五
色
の
紙
風
船
は
、

キ
ラ
キ
ラ
と
輝
い
て
い
た
。

思
い
が
け
な
い
朝
の
お
届
け

物
だ
っ
た
。 

　
黒
田
三
郎
の
「
紙
風
船
」

と
い
う
詩
が
、
自
然
と
口
を

つ
い
て
出
て
き
た
。
誰
も
が

す
ぐ
に
暗
記
で
き
て
し
ま
う
、

わ
ず
か
七
行
の
短
い
詩
。
ソ

ネ
ッ
ト
の
半
分
。
夢
と
希
望

の
詰
ま
っ
た
言
葉
た
ち
。 

　
幼
い
頃
、
行
商
の
薬
屋
が

「
お
嬢
ち
ゃ
ん
、
ハ
イ
ヨ
」

と
く
れ
た
紙
風
船
、
妹
と
駄

菓
子
屋
で
買
っ
た
紙
風
船
。

ふ
う
ー
っ
と
息
を
吹
き
込
み
、

膨
ら
ま
せ
、
落
と
さ
ぬ
よ
う

に
空
に
向
か
っ
て
夢
中
で
打

ち
上
げ
た
。
お
か
っ
ぱ
頭
の

純
な
子
供
だ
っ
た
。 

　
凍
え
て
い
た
私
の
心
に
、

春
の
て
の
ひ
ら
が
高
ら
か
に

打
ち
上
げ
た
紙
風
船
が
、
空

か
ら
降
っ
て
き
た
の
か
も
知

れ
な
い
。
春
は
す
ぐ
そ
こ
に

来
て
い
る
。
　
　
　
　
蓉
子 

 
　　　　高齢者の交通死亡事故多発！！ 

　平成23年中、福岡県内の交通死亡事故者数は157名で、前年と

比べると－13名と減少しましたが、65歳以上の高齢者の交通事

故による死亡者数は85名、前年比+４名増加していました。なんと！

交通死亡事故者の半数以上が高齢者だったということです。高齢

者の皆さん！歩行者や自転車の方は、日頃から明るい服を着用し、反射

材を身に着けましょう。道路を横断するときは、左右の安全を十分に確

かめ、横断歩道を渡りましょう。 

　　ドライバーの方は、夕暮れ時は早めにライトを点灯しましょう。特に、

右左折時は横断歩道を通行中の歩行者等に注意しましょう。 

はい　　たなかふどうさんです 
　株式会社田中不動産代表取締役田中秀保と申します。今後不動産屋の
実務内容、不動産業界のトラブル等をご紹介していきますので、よろし
くお願いします。さて今回は、賃貸物件についてお話しします。お部屋
探しに御来店されるお客様からよく「安くていいところを探しています」
と言われます。これは不動産屋にとって一番難しい条件です。というのも、
家賃はおおよそ相場通りに設定されていますので、「安くていいところ」
というのは基本的に存在しません。貸し手は高く貸したい、借り手は安
く借りたい、その思惑の中バランスをとりつつ、家賃というのは決まっ
ていきます。決して景気がいいとはいえない今のご時世、不動産屋の収
入源であります仲介手数料は、成功報酬が大原則ですので、成約しない
と基本的にはお金は頂けません。現在、筑後地区の賃貸物件の状況は、
全体的に供給過剰の傾向にありますので、ほとんどの不動産屋は、物件
の中で一番オススメの物件を紹介すると思います。どの不動産屋も物件
を見るだけはタダだと思いますので、内覧して「いいな」と思ったら、
思い切って引っ越しても失敗する事は少ないでしょう。 
　㈱田中不動産　代表取締役　田中秀保　広川町　132-1882

がんばりょっしゃる！ 
ＪＡふくおか八女農産物直売所「よらん野」

は新装オープン一周年を迎え、「地場農

業の活性化と消費者が安心して食せる生活」

をモットーに地産地消の場として連日賑

わいを見せている。なかでも生産者でよ

らん野利用組合長の中富靖子さんは、筑

後市井田で40年余り苺栽培をてがけられ、あまおうなどハウス

栽培の先駆者でもある。年輪を重ねられた笑顔からは感じられ

ないほど、生物相手の仕事への熱意と組合員全員のスキルアッ

プを図るための研修会など、長い経験と知識を存分に発揮され、

毎日が多忙だが幸せの汗をかかれている「がんばりょっしゃる！」

方である。 

店長おすすめ 

今月の旬のもの 

イチゴ 

筑後市前津 
10942-54-7755

中富　靖子さん 

山
登
り
だ
よ
人
生
は
！ 

く
じ
ゅ
う
中
岳
と
御
池
渡
り 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
１
７
９
１
ｍ
） 

八女署からの 
伝言板 

  矢部川源流・杣の里の四季  ⑨ 日向神ダムの千本桜 

　日向神ダムの千本桜は昭和35年（1960）、ダム完成の年にダム湖畔に植樹さ

れました。品種は江戸末期にエドヒガンとオオシマザクラの交配により開発さ

れた日本で一番人気の高いソメイヨシノ（染井吉野）[バラ科]です。管理がよい

ので毎年見事な花が咲き、桜の名所となっています。開花時期は３月下旬から

４月上旬です。開花情報

はインターネットで日本

気象協会の「桜情報」に

掲載されます。 

　八女市矢部村では、毎

年「桜まつり健康マラソ

ン」が４月の第１日曜日

に開催されています。ま

た、「シャクナゲ祭り」

も同時に開催されます。

矢部川上流のすばらしい

自然をお楽しみ下さい。 

（黒木町）松尾重根 

Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動
の
こ
れ
か
ら
・・・ 

春
の
交
通
安
全
県
民
運
動
　
４
月
６
日
〜
４
月
15
日
　
・
飲
酒
運
転
の
撲
滅
　
・
自
転
車
の
安
全
利
用
の
推
進
　
・
全
て
の
座
席
の
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
と
チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
の
正
し
い
着
用
の
徹
底
　
八
女
警
察
署 

高菜 たけのこ 

長
野
住
建
農
村
部
で
の
職
場
研
修 

★たけのこ水煮 
★高菜の漬け方 
　ご指導します 
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春
爛
漫
、
友
か
ら
の
桜
だ
よ

り
に
、
釣
り
の
便
り
も
添
え
て

あ
る
。 

　
水
が
温
む
と
魚
影
も
濃
く
な

り
、
何
処
の
川
の
ど
こ
が
い
い

と
嬉
し
い
便
り
で
あ
る
。 

　
釣
り
を
楽
し
む
待
望
の
季
節

が
や
っ
て
来
る
。 

八
女
川
柳
会
　
安
達
　
昇 

今
月
の
川
柳 

輝く 

"  Would you like some? "
「…はいかがですか」 

　前回は、ホームステイを開始したクリスティンへ自分の想いを 

"I hope…"と表現して伝えました。 
　さて、今回は、朝食を食べながらの会話です。 

Emi: Good morning, Kristen!
      Would you like some coffee? 
　　　（おはよう、クリスティン。コーヒーはいかが？） 

Kristen: No, thank you. Can I have some of that 
      orange juice please? 
　　　（いいえ、結構です。あのオレンジジュースをいただけますか？） 

Emi: Sure. Here you go.（もちろん。はい、どうぞ） 
Kristen: Thank you.（ありがとうございます） 
Emi: So Kristen, which would you like, scrambled 
      eggs or fried eggs?
　　　（ねぇ、クリスティン、スクランブルエッグと目玉焼き、どっちがいい 

　　　かしら？） 

Kristen: Um, fried eggs please. Can I have it sunny
      side up?
　　　（そうですね、目玉焼きをお願いします。サニーサイドアップでお願

　　　いします） 

Emi: Sunny side up? （サニーサイドアップ？） 
Kristen: It means just cook one side and it will look 
      like the sun!
　　　（片面だけ焼いてくださいという意味です。それってお陽様みたいに 

　　　見えるでしょう） 

Emi: Oh, I see. OK. Would like anything else?
　　　（なるほどね。了解。他には何かいかがですか ） 

ハッピーワンポインント英会話前回（その３）の復習 

“I hope…「…になるといいですね」 
ハッピーデイズイングリッシュハウス　大坪エミ 

ハッピーワンポイント英会話 ハッピーワンポイント英会話 ハッピーワンポイント英会話 八女でホームステイ 受け入れ家庭になる編 

その
 

4

楽しい仲間たち楽しい仲間たち楽しい仲間たち
チャレンジそろばん 

八女教室 

　「ねがいまして～は○○円也。○○円也」

答えると一斉に「ごめいさ～ん」。正に「三

丁目の夕日」のワンシーンである。昭和三十

年代、多くの友だちは小学校で九九を習い始

めると町のそろばん教室の門をくぐった。盛んな頃は全国約400万人が通って

いたという。福島にも○○珠算教室、○○珠算道場があった。ソロバンが出来

ることは就職にも有利だったし、なにより生きるために必須科目だった。今や

珠算人口は約40万人、そんな現代そろばんは単に計算の道具としてではなく

子どもの能力を鍛える優れた手段として見直されている。 

教室を開いて一年、チャレンジそろばん八女教室代表近藤信秀さんは小さい時

そろばんを学ぶメリットを次のように語る。そろばんは子どもの勇気、やる気、

判断力を引き出す魔法の道具です。 

　1+4を指で数えていた幼児が7+4をイメージできるようになり次には23+37 

105-28がスラスラと答えられるようになります。 

　少しずつ上の課題に挑戦することで学ぶ楽しさを知り、学習意欲が高まり、

自信がついてきます。特に珠算式暗算は日頃鍛えにくい右脳を活性化させ、記

憶力、判断力、想像力を養うといいます。現在、八女市、広川町、筑後市の幼

稚園年中生（5才）から小学六年生（12才）迄の40人が学んでいます。 

教室は442号八女市本町（ダイレックス八女店横）関塾（八女中央進学教室内） 

Tel080-2692-6272まず無料体験教室からスタートです。 

　
昨
年
11
月
名
古

屋
市
で
の
昇
段
試

験
で
見
事
剣
道
七

段
の
免
状
を
と
ら
れ
た
山
口

進
さ
ん
は
昭
和
６
年
１
月
生
、

81
歳
に
な
ら
れ
た
ば
か
り
。

久
留
米
工
業
高
校
勤
務
時
代

か
ら
剣
道
を
し
て
こ
ら
れ
た

顔
は
血
色
も
よ
く
、
眼
光
は

鋭
く
輝
や
き
矍
鑠
と
し
て
と

て
も
お
年
を
感
じ
さ
せ
な
い

偉
丈
夫
で
あ
る
。
話
し
ぶ
り
、

立
ち
居
振
る
舞
い
、
全
て
に

鍛
え
抜
い
た
精
神
力
、
威
厳

が
充
ち
圧
倒
さ
れ
る
。
し
か

し
一
見
厳
し
い
風
貌
だ
が
話

し
て
い
る
と
武
道
を
き
わ
め

た
人
が
身
に
つ
け
た
何
と
も

い
え
な
い
温
和
な
表
情
を
見

せ
ら
れ
る
。
今
も
八
女
市
総

合
体
育
館
と
筑
後
市
窓
ヶ
原

体
育
館
で
週
三
回
後
輩
の
指

導
に
汗
を
流
さ
れ
て
い
る
。 

実
は
剣
道
は
五
段
を
と
っ
た

時
に
卒
業
す
る
つ
も
り
で
し

た
。
そ
れ
を
知
っ
た
私
の
剣

道
の
師
で
尊
敬
す
る
延
寿
三

雄
先
生
（
広
川
町
）
か
ら
説

教
さ
れ
ま
し
た
。

剣
道
は
五
段
ま
で

育
て
る
の
が
一
番

難
し
く
て
手
が
か

か
る
。
そ
こ
で
や

め
て
い
っ
た
の
で

は
次
の
世
代
の
剣

士
は
誰
が
育
て
る

の
か
。
こ
れ
ま
で

育
て
て
も
ら
っ
た

恩
返
し
の
た
め
に

も
後
に
続
く
人
を

育
て
る
べ
き
だ
と

諭
さ
れ
ま
し
た
。

そ
こ
で
思
い
直
し
て
剣
道
を

続
け
て
き
た
か
ら
今
の
私
が

あ
る
の
で
し
ょ
う
。
部
屋
に

は
「
一
朝
軒
伝
法
竹
」
の
看

板
、
こ
の
流
派
で
は
尺
八
は

既
製
品
で
は
な
く
真
竹
を
掘

る
所
か
ら
手
作
り
す
る
そ
う

で
あ
る
。
油
絵
の
大
作
（
創

元
会
に
所
属
）
も
無
雑
作
に

お
い
て
あ
る
。
ど
ち
ら
も
一

家
言
を
お
持
ち
の
よ
う
だ
が

そ
の
紹
介
は
次
の
機
会
に
譲

る
こ
と
に
し
た
。 

（
八
女
市
宅
間
田
） 

男の料理教室 
　黒木町「ふじの里」で月一回開かれる「男の料理の会」を見学、色んなこと

を学ぶことができた。会員は十数名（会長・樋口周作さん）である。 

　この会は食進会のすすめで発足した。会場に入るとなごやかな明るい雰囲気

で楽しいムードだ。今年で四年目、当番を決め自主的に分担して調理にとりか

かり、お互いに教え合って作業は進められた。女性の食進会の人もボランティ

アで参加されている。 

　男性は器用で仕事も早く、笑顔で喜んで料理をされる、野菜をきざむ庖丁の

音もリズミカルに心地よく響く。「一回ぐらい口出しするな」と奥さんに言わ

れる会員さんもおられるそうで思わずみんな笑った。 

　いよいよ料理が完成して食べる時もみんな楽しく盛り上がった。私も御馳走

になったがとてもおいしかった。 

　後片付けも要領よく全員

でさっと終了しゴミまで当

番の人が持ち帰られた。こ

のような男の料理の会をも

っと広げていきたいと市の

担当職員さんが話されたが

私も同感だった。いい心の

交流を感じた。 

黒木町　月足　美智子 



西日本新聞をご購読のあなたにお届けしています 
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読
者
プ
レ
ゼ
ン
ト 

読
者
プ
レ
ゼ
ン
ト 

A

平
山
郁
夫
シ
ル
ク
ロ
ー
ド

の
軌
跡
。
平
和
を
祈
り
続
け

文
化
財
保
護
に
生
涯
を
か
け

た
日
本
画
家
。
こ
の
特
別
展

で
は
、
ス
ケ
ッ
チ
や
下
図
な

ど
を
含
む
絵
画
だ
け
で
な
く
、

平
山
夫
妻
が
収
集
し
た
優
れ

た
美
術
品
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
を

織
り
交
ぜ
な
が
ら
、
平
山
氏

の
画
家
と
し
て
の
軌
跡
を
紹

介
し
ま
す
。 

時
　
４
月
３
日
〜
５
月
27
日 

会
場
　
九
州
国
立
博
物
館 

         
　
　
　
　
　
　
「
ド
ラ
え
も

　
　
　
　
　
　
ん
」
は
漫
画

連
載
開
始
以
来
40
年
以
上
に

わ
た
っ
て
、
全
世
代
、
世
界

各
国
の
人
々
を
魅
了
し
つ
づ

け
て
い
ま
す
。
そ
こ
に
登
場

す
る
さ
ま
ざ
ま
な
ひ
み
つ
道

具
を
テ
ー
マ
と
し
て
、
現
在

の
科
学
技
術
を
あ
ら
ゆ
る
世

代
に
楽
し
め
る
体
験
型
展
示

を
中
心
に
構
成
し
ま
し
た
。

代
表
的
な
「
タ
ケ
コ
プ
タ
ー
」

や
「
ガ
リ
バ
ー
ト
ン
ネ
ル
」

「
透
明
マ
ン
ト
」
な
ど
、
現

代
の
研
究
の
最
前
線
で
ど
こ

ま
で
実
現
さ
れ
て
い
る
の
か

実
際
に
体
験
し
て
も
ら
い
ま

す
。 

  

平
山
郁
夫
特
別
展
は
５
組
10

名
様
。
科
学
み
ら
い
展
は
３

組
６
名
様
へ
プ
レ
ゼ
ン
ト 

　
ご
希
望
の
方
は
ハ
ガ
キ
で

㈱
東
兄
弟
迄
。
チ
ケ
ッ
ト
の

発
送
を
も
っ
て
発
表
と
し
ま

す
。
（
応
募
多
数
の
場
合
は

抽
選
） 

応
募
締
め
切
り
４
月
10
日 

Facebookでコミュニティを楽しもう 
　皆様はじめまして。今回から「コミュニティを楽しもう」というテーマで、
インターネット上のサービス「Facebook」の紹介をさせていただく松尾
と申します。 
Facebookは、現在最も注目されている世界最大のSNS（ソーシャルネッ
トワーキングサービス）です。現在世界中で８億人以上の人々が利用して
おり、日本人の利用も近年爆発的に増加しています。 
何をしてくれるサービスなのか（と一言で述べるのはとても難しいのですが）
簡単に言い切ってしまえば・・・・「人と人をつなげる」ことが一番の目標
であり、効用だと言えるでしょう。 
　出会い系みたい？あはは、その通りです。元はアメリカで、学生同士の
出会い系というか、交流のためのサービスのつもりで設計されたと言われ
ています。それがなぜこんな巨大なサービスに成長し、世界中の人々に愛
されているのかを次回以降お伝えしていきます。 
僕がこの文章を書いているのも、Facebookを通じて読んでいるあなたと
のコミュニティを作りたいから。 
　一人ひとりのコミュニティが大きくなっていけば、地域の連携ももっと
強くなるはず。皆さんぜひFacebookを利用してコミュニティづくりを楽
しんでみませんか？　https://www.facebook.com/

麻
生
砲
兵
軍
曹
征
露
記 

横
浜
　
黒
木
　
久
夫 

 

　
三
年
に
わ
た
っ
て
放
映
さ

れ
た
「
坂
の
上
の
雲
」
も
終

わ
っ
た
。
故
郷
八
女
西
短
附

属
高
校
Ｏ
Ｂ
の
藤
本
隆
宏
（
広

瀬
武
夫
役
）
氏
も
出
演
し
多

く
の
人
の
関
心
を
呼
ん
だ
。

こ
の
、
日
本
の
命
運
を
か
け

た
日
露
戦
争
に
黒
木
町
出
身

の
麻
生
内
蔵
太
が
、
砲
兵
軍

曹
と
し
て
明
治
三
十
七
年
二

月
六
日
、
三
十
余
名
の
壮
丁

と
と
も
に
黒
木
町
長
な
ど
町

民
多
数
の
見
送
り
を
う
け
出

征
、
明
治
三
十
九
年
二
月
十

七
日
凱
旋
す
る
ま
で
の
二
年

間
、
従
軍
し
て
い
る
。
彼
は
、

明
治
三
十
七
年
八
月
三
日
佐

世
保
港
を
出
港
、
八
月
七
日

金
州
近
く
に
上
陸
し
た
。
そ

の
後
、
奥
保
鞏
大
将
の
第
二

軍
に
属
し
、
遼
陽
、
沙
河
、

奉
天
等
の
大
会
戦
に
参
加
し

第
一
線
で
戦
っ
た
。
特
に
、

八
月
末
か
ら
は
じ
ま
っ
た
遼

陽
の
会
戦
で
は
そ
の
凄
惨
な

戦
闘
が
克
明
に
記
さ
れ
て
い

る
。
十
数
里
に
わ
た
る
前
線

で
周
囲
に
砲
弾
が
炸
裂
し
、

死
傷
者
が
続
出
し
た
中
で
踏

み
と
ど
ま
っ
た
日
本
軍
の
様

子
が
特
に
鮮
明
だ
。
秋
山
好

古
騎
兵
少
将
に
つ
い
て
の
記

述
も
あ
る
。
こ
の
様
子
は
彼

が
書
き
残
し
た
「
戦
塵
」
百

七
十
頁
に
詳
し
い
。
テ
レ
ビ

で
も
放
映
さ
れ
た
が
、
酷
寒

の
地
で
の
熾
烈
な
戦
闘
の
様

子
は
そ
の
日
誌
に
余
す
と
こ

ろ
な
く
描
か
れ
て
い
る
。
当

時
の
従
軍
し
た
軍
人
達
の
苦

労
の
ほ
ど
を
偲
ぶ
こ
と
が
出

来
、
ま
さ
に
第
一
級
の
資
料

で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。 

　
過
雁
鳴
く
　
月
影
寒
き
露

営
か
な
　
沙
河
会
戦
に
て 

　
こ
の
麻
生
内
蔵
太
と
は
、

昭
和
二
十
三
年
、
私
が
、
上

妻
中
学
校
で
教
え
て
い
た
だ

い
た
恩
師
麻
生
陳
幸
先
生
の

父
君
で
あ
る
。
麻
生
先
生
は
、

そ
の
後
黒
木
中
学
校
な
ど
に

奉
職
さ
れ
た
。
先
生
は
ノ
モ

ン
ハ
ン
事
変
に
従
軍
し
、
大

敗
北
の
様
子
を
授
業
中
お
聞

き
す
る
こ
と
が
出
来
た
。
六

十
年
以
上
前
の
話
で
あ
る
。 

（
八
女
市
祈
祷
院
出
身
） 

時　4月14日～5月27日 

会場　福岡アジア美術館 

西日本新聞・九州朝日放送 

ベターホームの楽しいcooking
春キャベツと桜の混ぜずし 

① キャベツは1㎝角に切り、塩をふって軽くもむ。
　 約10分おき、水気をしぼる。桜の花は塩を洗い
　 流し、水に５分つけて塩をぬく。飾り用に少量
　 とりおき、残りは細かくきざむ。じゃこは熱湯
　  をまわしかけ、水気をきる。 
② Ａを合わせて①を加え、10分漬ける。 
③ ごはんにごまと②を汁ごと混ぜる。好みの型で
　  ぬき、桜の花を飾る。 

材　　　料（4人分） 作　り　方 

春キャベツ（普通のキャベツでも良い）…150g 
塩 ………………………………小さじ2/3 
桜の花（塩漬け）………………………15g 
ちりめんじゃこ ……………………… 10g 
　　　酢 ………………………… 大さじ3 
　　　砂糖……………………大さじ1.1/2 
　　　塩 ……………………… 小さじ1/3 
いりごま（白）……………………大さじ１ 
温かいごはん…………………………450g

A

【料理本】 

お弁当がすぐできる 

便利なおかずより 

￥１２６０（税込） 

作ってみたい料理のレシピを大募集！ 
下記住所へお寄せ下さい。 
〒810-0001中央区天神2－13－17　ベターホーム宛 

● ベターホームの本のお申込みは、電話、ＦＡＸ、インターネットで受付中。 
　1092-714-2411FAX092-711-7830　　ＵＲＬhttp://www.betterhome.jp　 
 

春キャベツと桜の混ぜずし 

「おひな様」水上パレード 
フォトエッセイ フォトエッセイ 

八女市立花町下辺春315-1 
TEL 0943-37-1711

　柳川の「お

ひな様」水

上パレード

を見にいっ

た。川下り

の経路は見

物人で一杯

だった。 

お内裏様、

三人官女、

五人囃子等々

に身を飾っ

た人々が船

に乗り込ん

でいた。 

女の子が生まれ健やかに育つことを願って、各家庭で雛祭りが行われているが、柳

川では川下りが観光のメインである。よって、川下りを活用し「おひな様」水上パ

レードで柳川をアピールしている。各家庭にて行うお雛様の前に飾る「さげもん」

がある。今、柳川では「さげもん」巡りがあっている。これもまた一刺し一刺し子

どもの成長を願って作られている。子どもを思う親心、また孫の成長を楽しみにし

ている祖父母の思いが感じられた一日だった。　　　　　　八媛会　北島　東司郎 

手作り樹木プレートを設置！　　　　　　　　　　　　　　　八女農業高校 
　本校敷地にはたくさんの樹木が植えられ自然豊かな環境となっています。農業

クラブでは樹木の説明プレートを作るために樹木の調査、データの作成、材料の

準備、塗装など役員協力して行ない、２月末、校門付近に12枚の手づくり樹木

プレートを設置しました。プレー

トは樹木の原産地、花の咲く時期

や特徴、写真などを載せた本格的

なものです。今後すべての種類の

樹木に設置していく計画です。 

八女農みらい館４月の開館は３日・

17日・20日・24日・27日の10

時30分～です。皆様のお越しを

お待ちしています。 

「○藤子プロ・小学館・テレビ朝日・シンエイ・ADK」 ｃ 

ベターホームが料理 
教室で教え続ける、 
しっかり作りたい定 
番料理100品 
￥１８９０（税込） 

こちらも 
好評 
発売中 

平山郁夫 
（1930～2009年） 

春の訪れ・・・・道の駅たちばなには春の恵みがいっぱい 
立花の特産「竹の子」が続々と顔を出してくれます♪ 

お店で購入した、竹の子を無料で大釜で 

ゆがくサービスも開催中です。 

お家では、湯がくことのできない大きな 

竹の子を大きな釜でゆがくので 

ゆがきたてを家庭ですぐ食べられます。 

農家の方々も、いのししに負けないよう頑張って 

掘っています。 

その他、「わらび」「なばな」「フキ」「タラの芽」など春の野菜も続々と入荷しています。 

ぜひ、たちばなの春を感じに遊びに来てください♪ 


